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南　雲　泰　輔

ローマ人の時間意識にかんする従来の研究では，複雑で多様な様相を見せる暦に関心が集

中し，日常的な時間の捉え方については，ローマ時代には日時計と水時計が用いられていた

こと，しかしながら，それらの利活用の場は限定的で，測時機能も正確を期しがたいもので

あったと指摘されることが多い１）。もとよりかかる傾向は，文献史料中での言及が僅少であ

ることに一因があるが，そのなかでもアウグストゥスの日時計の経年変化による測時機能の

不具合にかんする大プリニウスの指摘（『博物誌』第 36 巻 15）や，日時計の種類や考案者

にかんするウィトルウィウスの説明（『建築書』第 9巻第 8章）は貴重な証言である２）。し

かしながら，古代ギリシア・ローマ世界において日時計は，「町中，日時計だらけ」という

アエリウス・ゲッリウスによるプラウトゥスの引用（『アッティカの夜』第 3巻第 3項 5）に

幾分誇張したかたちでみられるごとく３），相当数が製作・利活用されていたとみられ，事実，

1970 年代において既に S. Gibbsは紀元後 4世紀に至る古代ギリシア・ローマ世界の日時計

の現存 256 例をカタログ化したが，その数は，2013 年の研究では約 400 例，さらに最新の

研究成果では約 500 ～ 600 例にも及んでいる４）。

これらの日時計の大多数は固定型（fixed sundial）であるが，なかには携帯型のものもあ

る。この携帯型日時計（viatorium pensilium, portable sundial）を，K. Schaldachは「古代の

科学的装置のなかでも最も魅力的」と称したが，彼の作成したリストによれば，現在その存

在が知られている 25 例（うち 4例は逸失）は，いずれもローマ帝国時代から初期ビザンツ

時代にかけて，すなわち紀元後 1世紀から 7世紀までのあいだに製作されたものと推定され

ている。その大きさは最大でも 13.5cmほどの，いずれも掌に収まるほどの小さな測時装置

で，形状は多様であり，円筒型や丸薬入れ型のほか，1755 年にイタリア・ヘルクラネウム

で出土した吊り下げ式日時計のごとくハムの形状を模した特異な例も知られている５）。

本書『ローマ携帯型日時計：掌のなかの帝国』は，かくのごとき特殊で，またそれゆえに

興味深い遺物であるローマ帝国時代の携帯型日時計（のなかでも，さらに特殊な一群。後

述）について，初の本格的な専論であり，刊行後は多方面に歓迎され，複数の書評でも概し

て好意的に取り上げられた６）。
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著者 Richard Talbertは，1947 年イギリス出身の西洋古典学者で，ケンブリッジ大学コー

パス・クリスティ・コレッジで西洋古典学を学んだのち，オーストラリア・クイーンズラン

ド大学，カナダ・マックマスター大学を経て，1988 年から米国・ノースカロライナ大学に

おいてウィリアム・ランド・キーナン Jr.講座古代史・古典学教授として教 を執る。ケン

ブリッジ大学に 1971 年に提出した博士論文に基づく『ティモレオンとギリシア期シチリア

の復興，前 344-前 317 年』（1974 年）や，元首政期における団体（corporate body）として

のローマ元老院の構成・議場での手続き・諸機能を包括的に扱った主著『帝政期ローマの元

老院』（1984 年）にみられるごとく博引傍証で知られる７）。1980 年代以後は，西洋古代史の

基本歴史地図帳として邦訳もなされた『ギリシア・ローマ歴史地図』（1985 年）や，ポイ

ティンガー図を再考した画期的な『ローマの世界：ポイティンガー地図再考』（2010 年）な

ど，古代地理学史・地図学史の領域で指導的役割を果たしている。当該領域での業績は多数

に及ぶが，とりわけ重要なのは，1988 年に Talbertがディレクターに指名され，最終的に

2000 年 9 月に出版された『バーリントン・ギリシア・ローマ世界アトラス８）』であろう。こ

れは現代の国家に当てはめると 75 か国以上に及ぶ地理的範囲と，前 1000 年から後 640 年に

至る時代範囲とをカヴァーした大型の歴史地図帳であり，古代史のみならず初期中世史・初

期ビザンツ史にとっても不可欠な基本文献のひとつとなっている。さらに，表示範囲に物理

的な制限を持たず，その意味で地理・地図関連情報を表示するのに最適であるといえる，イ

ンターネットを通じたウェブ上での情報発信にも積極的である９）。

さて，かかる著者のこれまでの研究履歴からすれば，本書の対象とする携帯型日時計は，

一見奇異な対象のごとく感じられるかもしれないが，実は著者は既にいくつかの論文でこの

興味深い遺物に言及している 10）。本書の「序章および謝辞」（pp.vii-xiv）では，「マイクロヒ

ストリーの学徒は，最小の物体でさえも，実に予期せぬ，そしてやりがいのある仕方で，あ

る社会の文化とものの考え方を浮かび上がらせることがあるのだということを，鋭敏にも心

得ている」（p.vii）という印象的な冒頭の一文とともに，ローマ美術史・考古学研究者 Paul 

Zankerの名著『アウグストゥス時代のイメージの力 11）』と本書を比しつつ，携帯型日時計

を取り上げる理由を次のごとく説明する。すなわち，著者によれば，本書は，以前には結び

ついていなかった 2つの要素を撚り合わせたものであるという。ひとつは先に触れた 1980

年代以降の著者の研究履歴にかかわるもので，『バーリントン・アトラス』のような古代の

可視化作業，および，それによって喚起されたポイティンガー図研究のような地図またはそ

の他の手段による世界観形成の研究であり，もうひとつは，長い伝統を持つローマ日時計研

究において，無視されてきたか，もしくは知られていない日時計の一群について，測時機能

に着目するような慣習的・一面的方法ではなく，それらに反映されている知的・社会的環境

に着目して検討することである。この両者の結合から，地理的研究・世界観および日時計と

いう，従来の研究においては著者が「驚きと失望」（p.ix）を感じたほどに不充分な扱いしか

受けてこなかった両者の関係の考察が，ある特定の一類型―地理的携帯型日時計
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（geographical portable sundial）―を素材として試みられることになる。そして，かかる

考察によって明らかにされるのは，著者の言葉によれば「緯度的視角（latitudinal vision）」

（p.xiii）に基づくローマ人の世界観である。

第 1章「ローマ帝国における日時計とその位置づけ」（pp.3-18）では，本書の考察対象が，

知られるところの少ない古代日時計のなかでも，さらに特殊なローマ帝国における地理的情

報が刻まれた携帯型日時計という一類型に限定されることがまず述べられる。しかるに，か

かる限定された対象を扱うにもかかわらず，本書は技術研究ではなく文化研究であり，携帯

型日時計に保存された詳細な地理的情報を考察することで，製作者や使用者の地理的認識，

すなわち「世界観（worldview）」（＝「自らの周囲の環境を可視化し解釈する全般的視野」，

p.3）を描き出すことができると著者は主張する。本書は，ローマ帝国の住民が獲得し，頭

のなかに入れて持ち運んだ，捉え難く多様な空間的心性を意味する「非公式地理学（informal 

geography）」の研究に寄与せんとするものであるというのである。かくのごとく本書の射程

を定めたうえで著者は，ローマ帝国において日時計（ὡρολόγιον / horologium / solarium / 

horarium）が製作・使用された環境について，3つの特徴を概観する。すなわち，第一に，

紀元後 2世紀のローマ帝国において，帝国住民のなかでも教養人と称しうる人びとは，ラテ

ン語とギリシア語を理解し，第二に，その長短にかかわらず時間を計測・記録・統御するこ

とについて深く埋め込まれた伝統的関心を共有しており，第三に，昼夜や毎時のごとく短い

時間を記録した装置は，公私双方の領域において普通にみられたという。次いで，かかる環

境のなかで用いられた日時計の背後にある考え方について，古典期のギリシアからローマ世

界へ伝承された簡潔かつ洗練されたものであること，また日時計を正確に使用するには緯度

への注意が不可欠であることを指摘するとともに，携帯型日時計の種類（大別して円筒型お

よび丸薬入れ型の 2種）と機能，使用方法を簡潔に解説する。

続く第 2章「描写・記述された地理的携帯型日時計」（pp.19-109）は，本書のなかで核と

なる最大の章であり，全 257 頁のうち 91 頁分（約 35％）が費やされる。本章は，著者が

「地理的（geographical）」と形容する，1つ以上の地理的名称およびこれに関連する緯度が

刻まれた 16 例の携帯型日時計を，現在は逸失した例も含めて配列し，それぞれにかんする

情報を整理したいわばカタログであるが，配列に際しては著者独自の新しく実際的な構成が

採用されている。すなわち，名称と配列順の 2要素を決めるにあたり，名称については発見

地もしくは所蔵館に関連するものとし，後段での議論の便宜のために 3文字の略号（本書評

では省略）を設定する。また，配列順については，発見地の場合は記録が無いか，ごく簡単

もしくは信頼しえないこと，また，製作年の場合は情報が極めて貧弱であることから，発見

地・製作年ではなく初刊年代順を採用する。著者は，この配列順には，地理的携帯型日時計

にかんする知識増加の速度を強調するとともに，新たな発見を混乱なく付け加えることがで

きるという，2つの利点があると述べており，かかる工夫は多くの書評で好意的な反応を得

ている。この配列順によって取り上げられた 16 例の日時計は以下の通りである。



54 南　雲　泰　輔

1．ローマ（逸失，初刊 1741 年，ラテン語，製作年代不詳）12），2．ローマ・キルヒャー

美術館（初刊 1857 年，ラテン語，緯度刻字なし，180 年代半ば以降製作），3．メンフィス

（逸失，初刊 1860 年，ギリシア語，320 年代以降製作），4．アクィレイア（逸失，初刊 1880

年，ラテン語，緯度刻字なし，製作年代不詳）13），5．ウィーン・美術史美術館（初刊 1883

年，ラテン語，緯度刻字なし，140 年代以降製作），6．クレ＝シャトラール（逸失，初刊

1896/1898 年，ラテン語，製作年代不詳）14），7．オクスフォード・科学史博物館（初刊 1900

年，ラテン語，製作年代不詳）15），8．アフロディシアス（逸失？，初刊 1963 年，ギリシア

語，320 年代以降製作），9．サモス（初刊 1969 年，ギリシア語，320 年代以降製作），10．

時間博物館（個人蔵，初刊 1977 年，ギリシア語，320 年代以降製作）16），11．フィリッピ

（初刊 1978 年，ギリシア語，4世紀後半以降）17），12．ロンドン・科学博物館（初刊 1985

年，ギリシア語，320 年代以降製作），13．ヴィニャクール／ベルトークール＝レ＝ダーム

（初刊 1985 年，ラテン語，製作年代不詳），14．メリダ（初刊 1997 年，ラテン語，3世紀初

頭以降），15．ロンドン・大英博物館（初刊 2003 年，ギリシア語，320 年代以降製作），16．

バルカン（個人蔵，初刊 2012 年，ギリシア語，緯度刻字なし，86 年～ 320 年代製作）。

本章では，これらの地理的携帯型日時計について，所蔵情報，材質，寸法，出所と来歴，

概要，製作年代，関連文献の各項目がそれぞれ簡潔明瞭に示される。分析や注解は次章以降

に回され，基礎となる情報の提示が本章の主眼であるが，地理的情報を含む携帯型の日時計

という一定の要件を満たした遺物の全事例を通覧可能にしており，本書全体のなかでも資料

的価値が高い章である。概要の記述では，刻字された地名・緯度の翻刻に加えて，プトレマ

イオス『地理学 18）』に記載された緯度が付記され，同史料との比較対照が可能となってい

る。また，16 例すべてについて写真（逸失した 3例は挿絵），および，日時計に関連する範

囲を概括的に示す地図（ただし 2．キルヒャー美術館と 4．アクィレイアの 2例は除く）も

提示される。掲載写真の撮影に際しては，RTI技法（Reflectance Transformation Imaging）

が活用された例があり，表面の深刻な損傷のため従来刻字が判読困難であった 2例（5．

ウィーン・美術史美術館と 15．大英博物館）で解読が可能となったほか，肉眼では視認困

難であった刻字や線刻が可視化された例もある。掲載図版はカラーではなく白黒であり，す

べてが細部に至るまで充分鮮明というわけではないが，必要に応じて掲載された部分拡大写

真や実測図（ただし，スケール・バーを欠いている）により補うことができる。

第 3章「地理的認識と世界観」（pp.111-136）では，前章で提示された情報を基礎として，

プトレマイオス『地理学』に記載された合計 6345 地点の地名および緯度・経度と比較しつ

つ，16 例の地理的携帯型日時計に刻まれた 115 地点の地名および緯度を，古代の教養人の

抱いた「地理的認識（geographical awareness）と世界観」（p.111）の指標として位置づけて

考察する。地名については，ギリシア語・ラテン語で刻字された携帯型日時計の両方とも，

地名の表記法には均一性とともに省略表記・綴字間違い・格変化の非一貫性が指摘される

が，それらは教養人には大きな問題にはならなかったであろうことから，これらは広く一般
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の人びとというよりも，まずもって個人の利用に供されたであろうことが推測される。ま

た，地理的携帯型日時計に刻字された地名は，すべて地域名・属州名・都市名であり，山脈

や岬，河川，湖沼のごとき地形的特徴や民族名などは一切登場しない。さらに，16 例のう

ち 6例はコンスタンティノープルの名を含むにもかかわらず，テトラルキア時代およびコン

スタンティヌス 1世時代の属州再編を反映する区分名（第 1～属州，第 2～属州のごとき）

が欠落しており，その理由として著者は偶然・怠惰・意識的な拒絶の可能性を想定する。

次に，近年の研究でもまったく注目されていない（p.117 note 19）緯度について，大プリ

ニウスの説明（『博物誌』第 2巻 182-18319））を引きながら，携帯型日時計の意匠上および機

能上，緯度の概念は根本的な重要性を持つことが主張される。携帯型日時計には，1つの地

点につき大抵 1つの緯度が付される（緯度刻字のないものもある。また，経度は一切含まれ

ない）。この点について著者は，かつて先行学説で議論されたごとく，緯度・経度に基づく

世界認識を提示したプトレマイオス『地理学』を，携帯型日時計の製作者が直接参照しえた

か否かや参照の度合い如何は確言しえないと留保しつつ，複数例（5例は確実，4例は可能

性あり）での地名の列挙に際し，緯度が組織原理として採用されたことは疑いないと述べ

る。そして，緯度の利用には北南／南北方位の世界認識が不可欠であるが，携帯型日時計の

製作者がいずれの方角を念頭に置いていたかは不詳であること，携帯型日時計に列挙された

地名はより広く多様な地理的認識の一部であること，製作者は空間認識を組織化する基礎的

手段として，ローマ帝国の属州を利用したことを指摘する 20）。そして，本章の結論として，

緯度を伴う地名は，携帯型日時計の製作者側において，ローマ帝国全域に及ぶ世界観と同等

の，確信を持った（このことは必ずしも正確であることを意味しない）空間認識を創造した

こと，さらに，製作者が自らの頭のなかに入れて持ち運んだ世界観は，私的な装置としては

それで充分なものだったとも主張される。

それでは，かかる私的な測時装置としての地理的携帯型日時計を，製作・所有・使用した

のは誰で，その目的は何だったのであろうか。第 4章「日時計製作の共同体」（pp.137-170）

は，日時計をデザイン・依頼・購入したであろう個人について，彼らはどのような知識をい

かに習得し，どれほどの目的を心に抱いていたか，知的・社会的アプローチから考察する。

ただし，特定個人の名前に結びつく携帯型日時計や，これに言及した史料は存在しないた

め，関係する人びとや文脈にかんする情報は僅少である。このことを踏まえたうえで著者は

まず，地理的携帯型日時計にかんする共有知識を利用していた，ローマ帝国全体にわたる

「ゆるやかな共同体あるいは団体」（p.167）の存在を想定するとともに，この共同体の構成

員にとって，「緯度的に（latitudinally）」思考する能力，すなわち，「緯度を，空間の視覚化・

組織化の基礎とすること」（p.167）が重要であったことを主張する。

次いで著者は，地理的携帯型日時計の魅力はコンパクトさにあること，刻字された緯度が

不正確であっても，所有者は日時計の機能上緯度が重要であることを知らなかったわけでは

ないこと，刻字された地名一覧からはローマ帝国内外を広く認識せんとする努力が窺知しう
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ること，原則として携帯型日時計の最も重要な目的は広範囲に及ぶ旅行中の測時であるこ

と，ただし威信財（prestige-object）に過ぎなかった可能性もあることなどを指摘する。そ

して，所有者像としては，ラテン語文学作品を参照しつつ，墓石に日時計をおくよう希望し

たことで知られるトリマルキオ（ペトロニウス『サテュリコン』7121））のごとき人物を，い

くらかの留保を伴いつつ想定するが，これはありうべき可能性の域を出ていないように思わ

れる。

さて，ローマ帝国時代の地理的携帯型日時計は，18 世紀半ばの出版以後に初めて世に知

られるようになったのであり，より多くの例が出版された 19 世紀末には，日時計の生産そ

のものが終わりを迎えていた。それゆえ，ローマ携帯型日時計とそれ以後の測時装置とのあ

いだに直接的な影響関係はないことになる。この点を踏まえたうえで，第 5章「ポスト古典

期の比較事例」（pp.171-190）では， 5 世紀におけるローマ帝国西部の政治的崩壊以後に製作

された，ローマ時代の携帯型日時計と比較可能な諸特徴を表していると考えられる種々の測

時装置（アストロラーベ，小舟型日時計（navicula），レギオモンタヌスの日時計，ニュルン

ベルク日時計，スコットランド石製日時計，20 世紀以後の日時計・腕時計）が考察される。

本章の末尾は，「私たちは，まずまずのところ，ローマ人の所有者たちは，まさに今日の時

計愛好家と同じような理由で，自らの地理的携帯型日時計を尊重したと想像しうるであろ

う。それゆえ，現在と同じように，これらの理由の射程は，単に時間について語ることを遥

かに超えて広がっているのである」（p.190）と結ばれるが，かくのごとき一見興味深い比較

作業や展望が，著者の問題とするローマ帝国時代の地理認識や世界観の問題に対し，いかな

る意義を持つのかは判然としない。

補遺「アクインクム断片：日時計製作者の手引書か？」（pp.191-201）は，アクインクム

（ハンガリー）で出土した 2～ 3世紀のものとされる大理石片について，RTI画像を利用し

て再解釈を試みる。そこには携帯型日時計と類似した地名の刻字と線刻がみられ，ローマ時

代の日時計製作者用のための「作業用手引（working manual）」（p.200）であった可能性が

指摘される。巻末には，第 2章で取り上げられた 16 例の日時計に刻字されたすべての地名

の位置一覧と，それらを示した地図 3枚を付す「地名集（Gazetter）」（pp.203-213），「緯度・

位置一覧表」（pp.214-220. ただし，2．ローマ・キルヒャー美術館，4．アクィレイア，5．

ウィーン・美術史美術館，16．バルカンの 4例は，緯度の刻字がないため不記載），「参考文

献一覧」（pp.221-230），「索引」（pp.231-236）が付される。「索引」は図版解説も含め詳細か

つ丁寧に作成されているが，「緯度・位置一覧」はページ番号が振られていないためか対象

から外れている。

本書は，ローマ日時計全体を対象とした研究ではなく，そのなかでも携帯型の，とりわけ

著者が「地理的」と形容する，極めて限られた対象に焦点を当てたものである。多様な形状

を呈する地理的携帯型日時計は，それ自体が純粋な好奇心を喚起せしめる魅力的な遺物であ

るが，かかる特殊で類例の少ない測時装置の精妙な検証をもとに，通例想定されるごとき
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ローマ人の時間意識を問題とするのではなく，遺物に刻まれた地理的認識や世界観を究明せ

んとする著者の企ては，ローマ帝国時代における世界認識の表出方法の独特さを読者によく

窺知せしめる。その意味において，副題の「掌のなかの帝国」は，かかる地理的携帯型日時

計の特徴と著者の主張とを的確に要言するものとなっている。

著者による地理的携帯型日時計についての考察は，この遺物にかんする限り確かに包括的

なものではあるが，「ローマ人の言葉には，純粋に時間について正確な人の特性を表す形容

詞もしくは名詞は存在しない 22）」といわれるような時間におおらかな社会のなかで，固定型

ではなく携帯型の日時計がなぜ必要とされたのか，そして，ローマ人の抱いた緯度に基づく

地理的な世界観は，なぜその表現媒体として特に携帯型日時計を選択したのか，またこれは

著者の関心外かもしれないが，ローマ人の時間意識そのものとはどのような関連を持ってい

たのかなど，関連史資料の絶対的な不足ゆえ考察が困難であろうことが予想されるにもかか

わらず，将来への課題は数多く残されているように思われる。特に，著者が 16 例の地理的

携帯型日時計の考察から剔抉したところの，世界を緯度によって把握する「緯度的」な世界

観は，著者の論に拠る限りローマ帝国における世界把握の一つの手段あるいは表現たりえた

蓋然性が高く感じられるが，この特殊な遺物が所有者の個人的な興味満足のために，すなわ

ち著者も可能性を指摘するごとく一種の威信財として製作され，富裕なローマ人の戸棚のな

かに宝物とともに収められる類のものであった（p.169）場合，著者が解明せんとするロー

マ人の世界観を表現する媒体として，携帯型日時計はどこまで適切であったといいうるであ

ろうか。

この疑問は，本書では直接の考察の対象外とされた固定型日時計や「地理的」でない携帯

型日時計との相互関係如何の問題にも繋がる。ギリシア・ローマ日時計のデータベース the 

sundial databaseによれば，2019 年 10 月現在で知られている日時計の数は，前 3世紀は 54

例，前 2世紀は 88 例，前 1世紀は 124 例，1世紀は 148 例，2世紀は 93 例，3世紀は 82 例，

年代不詳は 537 例あり，それらの大多数は固定型である。著者は，固定型日時計が身近に

あった人びとは携帯型のそれの価値も認めたであろうと推測するが（p.165），大理石や石灰

岩，砂岩など多くが石製である固定型日時計と，骨製もしくは青銅や真鍮など金属製である

携帯型日時計 23）とでは，材質の違いから工程や製作者，彼らの属する職種や社会的位置は

異なるであろうし，固定型日時計で地理的情報が刻まれている例も本書では取り上げられて

いない 24）。さらに，従来固定型であったものが携帯されるようになったとき，そこに地理的

情報が刻まれる場合とそうでない場合という区別が生じた理由も詳らかでない。ローマ人の

地理的認識・世界観という文脈のなかに地理的携帯型日時計を位置付けるという著者の試み

が画期的であることは疑いないが，それは同時に，この特殊な遺物をギリシア・ローマ日時

計一般の文脈のなかに再配置した場合の評価にかんする説明も要請するのではないかと思

料する。

なお，ロンドン科学博物館所蔵日時計（第 12 例）が内部に持つ歯車装置は，製作年代や
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想定される製作目的の相違のためか本書ではほとんど触れられないが，それ自体に数々の難

題を含むいわゆる「アンティキティラの機械」との関連をも想像せしめるところがあって興

味深い 25）。
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